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位
置
す
る
台
地
状
の
島
、
ハ
ド
ソ
ン
湾
の
南
側
に
露
出
す
る
低
地
、
そ
れ
に
楯
状
地
南
東
部
の
端
に
沿
っ
て
伸
び
る
低

地
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
最
後
の
も
の
が
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
低
地
で
あ
り
、
こ
こ
は
カ
ナ
ダ
の
産
業
が
発
展
す
る
過

程
で
重
要
な
舞
台
と
な
っ
た
。
楯
状
地
は
、
オ
ン
タ
リ
オ
湖
の
東
端
付
近
で
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
低
地
を
分
断
す
る
よ

う
に
は
み
出
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
低
地
は
西
側
の
オ
ン
タ
リ
オ
州
南
部
の
台
地
と
、
東
側
の
オ
タ
ワ
川
、
セ
ン
ト

ロ
ー
レ
ン
ス
川
の
谷
に
分
か
れ
て
い
る
。
東
西
と
も
に
氷

河
作
用
を
受
け
て
お
り
、
残
さ
れ
た
肥
沃
な
土
壌
は
こ
の

地
域
の
農
業
生
産
を
育
ん
で
き
た
。
ま
た
セ
ン
ト
ロ
ー
レ

ン
ス
川
は
、
そ
の
上
流
に
位
置
す
る
オ
ン
タ
リ
オ
湖
や
エ

リ
ー
湖
と
と
も
に
水
上
交
通
の
便
を
与
え
、
初
期
の
経
済

発
展
や
都
市
の
形
成
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

　

国
土
を
構
成
す
る
三
つ
目
の
地
形
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
カ
ナ

ダ
楯
状
地
や
そ
の
周
辺
の
台
地
に
ぶ
つ
か
る
よ
う
に
し
て

分
布
す
る
山
脈
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
浸
食
作
用
を
受
け
た

大
量
の
堆
積
物
が
造
山
運
動
に
よ
っ
て
も
ち
上
げ
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
最
も
古
い
も
の
は
東
部
の
ア
パ
ラ
チ
ア

造
山
帯
で
、
３
億
年
か
ら
５
億
年
前
ま
で
の
古
生
代
の
地

質
か
ら
な
る
。
ケ
ベ
ッ
ク
東
部
の
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
で
は
山

脈
が
浸
食
作
用
を
受
け
、
１
０
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
谷
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カ
ナ
ダ
の
国
土
面
積
は
日
本
の
お
よ
そ
26
倍
で
９
９
８
万
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
も
あ
る
。
こ
れ
は
ロ
シ
ア
に
つ
い
で
世
界
で
２
番
目
に
広
い

面
積
で
あ
る
。
そ
の
国
土
は
、
長
い
地
質
時
代
を
通
じ
て
特
徴
の
異
な
る

い
く
つ
か
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
形
成
さ
れ
た
。
大
別
す
る
と
、
カ
ナ
ダ
楯た

て

状じ
ょ
う

地ち

、
低
地
・
平
野
、
山
脈
の
三
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
成
り
立
っ
て
い

る
（
図
１
）。
カ
ナ
ダ
楯
状
地
は
北
米
大
陸
の
安
定
し
た
土
台
を
な
す
岩

盤
で
あ
り
、
国
土
面
積
の
半
分
に
近
い
46
％
を
占
め
る
。
カ
ナ
ダ
国
内
の

中
央
か
ら
東
側
に
か
け
て
露
出
す
る
こ
の
岩
盤
は
国
境
を
越
え
て
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
に
至
り
、
や
が
て
地
中
深
く
潜
行
し
て
南
は
メ
キ
シ
コ
付
近
に

ま
で
達
す
る
。
国
内
表
層
部
分
の
４
分
の
３
は
花
崗
岩
で
あ
り
、
こ
の
た

め
同
じ
よ
う
な
景
観
が
各
地
に
み
ら
れ
る
。
楯
状
地
の
周
辺
に
は
、
比
較

的
新
し
い
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
地
形
・
地
質
が
分
布
し
て
い
る
。
そ
の
な

か
で
面
積
が
最
も
大
き
い
の
は
マ
ニ
ト
バ
州
か
ら
ア
ル
バ
ー
タ
州
を
経
て

ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
ト
準
州
に
ま
で
及
ぶ
内
陸
部
の
台
地
状
平
原
で
あ
る
。
第

四
紀
に
氷
河
作
用
を
受
け
た
た
め
、
そ
の
あ
と
に
モ
レ
ー
ン
や
湖
が
残
さ

れ
た
。
湖
の
底
に
堆
積
し
た
肥
沃
な
土
壌
は
、
こ
の
地
域
の
農
業
生
産
の

基
盤
に
な
っ
て
い
る
。

　

楯
状
地
周
辺
の
低
地
・
平
野
に
は
、
こ
の
平
原
以
外
に
、
北
極
の
南
に

カナダの自然環境
★楯状地・平地・山脈からなるブロック★

1

コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
地
域 内

陸
平
原

カナダ楯状地

五大湖・セントローレンス低地

アパラチア地域

ハドソン
湾低地

イヌイット地域

北極低地

カナダ楯状地
低地・平野
山脈

図１　カナダの地形区分

出所：林 上『カナダ経済の発展と地域』大明堂、1999年、p. 12より
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気
候
・
植
生
の
特
徴
と
農
林
漁
業
の
展
開

　

カ
ナ
ダ
の
気
候
は
、
国
土
が
北
半
球
の
高
緯
度
に
位
置
す
る
こ
と
、
多
様
な
地
形
に
お
お
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
西
、

北
、
東
に
海
が
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
三
つ
の
条
件
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
（
図
２
）。
高
緯
度
で
は
あ
る
が
夏
至
の
頃

の
太
陽
高
度
は
、
た
と
え
ば
オ
ン
タ
リ
オ
州
南
部
で
は
70
度

と
高
く
日
照
時
間
も
長
い
。
こ
の
た
め
太
陽
か
ら
届
く
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
地
表
か
ら
の
放
射
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
上
回
り
、
気

温
は
30
度
近
く
に
ま
で
上
昇
す
る
。
逆
に
冬
季
の
熱
収
支
は

マ
イ
ナ
ス
に
な
り
、
氷
点
下
10
度
近
く
に
ま
で
下
が
る
。
熱

収
支
が
マ
イ
ナ
ス
の
期
間
は
北
へ
行
く
ほ
ど
長
く
、
カ
ナ
ダ

の
長
く
て
寒
い
冬
は
高
緯
度
性
と
い
う
位
置
的
条
件
に
よ
っ

て
説
明
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
気
温
特
性
を
多
様
に
し
て
い
る
の
が
地
形
条
件

で
あ
る
。
西
側
の
山
脈
は
太
平
洋
か
ら
の
湿
潤
な
大
気
が
大

陸
の
内
部
に
入
る
の
を
防
ぐ
働
き
を
し
て
い
る
。
山
脈
に
衝

突
し
た
大
気
は
降
水
の
源
と
な
り
、
西
側
一
帯
に
多
く
の
雨

を
も
た
ら
す
た
め
森
林
資
源
の
涵
養
に
役
立
っ
て
い
る
。
山

脈
東
側
の
広
い
低
地
は
大
気
を
自
由
に
流
す
役
割
を
果
た
し

て
お
り
、
盆
地
性
の
地
形
が
作
用
し
て
寒
暖
差
の
激
し
い
気

第１章
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が
山
脈
と
同
じ
方
向
に
走
っ
て
い
る
。
氷
河
に
お
お
わ
れ
た
際
に
谷
に
堆
積
物
が
残
さ
れ
、
こ
こ
が
農
業
生
産
や
集
落

立
地
の
場
所
と
し
て
選
ば
れ
た
。
ケ
ベ
ッ
ク
市
か
ら
ガ
ス
ペ
半
島
に
か
け
て
、
標
高
１
２
０
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
山

脈
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
こ
の
方
向
は
ア
パ
ラ
チ
ア
山
系
の
基
本
的
方
向
で
あ
る
南
西
│

北
東
の
向
き
で
も
あ
る
。
大

西
洋
に
面
す
る
諸
地
域
の
大
地
の
骨
格
も
、
す
べ
て
こ
の
方
向
に
一
致
し
て
い
る
。
山
脈
が
豊
か
な
森
林
資
源
を
育
む

一
方
、
低
地
で
は
農
業
生
産
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ノ
ヴ
ァ
ス
コ
シ
ア
の
ケ
ー
プ
ブ
レ
ト
ン
島
か
ら
産
出
す
る
石
炭
や
、

ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
の
ベ
ル
島
の
鉄
鉱
石
は
、
製
鉄
業
の
発
展
を
支
え
る
源
と
な
っ
た
。

　

年
代
が
よ
り
新
し
い
山
脈
は
カ
ナ
ダ
の
西
の
端
を
南
東
│

北
西
の
方
向
に
走
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
５
０
０
０
万
年

か
ら
１
億
５
０
０
０
万
年
前
ま
で
の
中
生
代
・
新
生
代
に
形
成
さ
れ
た
。
全
体
を
総
称
し
て
コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
山
系
と
い

う
が
、
内
部
は
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
部
分
か
ら
な
る
。
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
を
主
体
と
す
る
一
番
東
側
の
部
分
は
、
か
つ

て
は
水
平
の
堆
積
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
断
層
運
動
や
氷
河
作
用
の
影
響
を
受
け
て
複
雑
な
地
形
を
示
す
よ
う
に

な
っ
た
。
２
番
目
は
海
岸
山
脈
を
中
心
と
す
る
西
側
部
分
で
あ
り
、
フ
レ
ー
ザ
ー
川
の
南
側
付
近
か
ら
ア
ラ
ス
カ
を
経

て
ユ
ー
コ
ン
準
州
に
ま
で
続
い
て
い
る
。
氷
河
作
用
に
よ
っ
て
急
峻
な
峰
が
つ
く
ら
れ
る
一
方
、
海
岸
部
に
は
多
数
の

フ
ィ
ヨ
ル
ド
が
残
さ
れ
た
。
フ
ィ
ヨ
ル
ド
は
こ
の
地
域
の
良
好
な
港
湾
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
山

脈
に
挟
ま
れ
た
中
央
部
分
は
高
原
状
の
台
地
を
な
し
て
お
り
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
山
地
を
と
も
な
う
。
台
地
は
北
部
と

南
部
の
二
つ
か
ら
な
り
、
南
部
の
台
地
に
は
オ
カ
ナ
ガ
ン
湖
を
は
じ
め
幾
筋
か
の
深
い
湖
が
氷
河
の
後
退
後
に
残
さ
れ

た
。
コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
山
系
で
は
、
カ
ナ
ダ
東
部
の
山
脈
と
同
様
、
豊
か
な
森
林
資
源
が
育
ま
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ
こ

で
は
、
耕
作
に
適
し
た
平
地
が
少
な
い
た
め
、
産
業
は
林
業
に
特
化
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

冬は穏和で湿潤、夏は温暖
冬は寒く、夏は冷涼
冬は寒く、夏は温暖
冬は寒く、北へ行くほど降水量は少ない
冬は寒く、夏は暑い。南部は乾燥
一年を通じて寒く、乾燥している
一年を通じて寒く、降水量は少ない
寒い冬が長く、暖かい夏は短い
冬は寒く、夏は暑い
寒い冬に降水量が多く、夏は暑く湿潤
冬に雨または雪が激しく降り、夏は温暖

内陸北部
ローレンシア

北部

北極東部

北極西部

山脈
北部

山脈南部
大平原 ローレンシア南部

大　

西　

洋

太　

平　

洋

図２　気候区分と特徴

出所：図１に同じ、p. 18より
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候
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
低
地
の
東
側
に
広
が
る
カ
ナ
ダ
楯
状
地
は
、
全
般
に
気
温
が
低
く
湿
潤
な
気
候
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
こ
れ
の
南
東
に
位
置
す
る
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
低
地
は
、
大
気
が
大
陸
の
西
側
か
ら
東
側
の
大
西
洋
に
向
け
て
移

動
す
る
際
の
自
然
の
道
筋
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
南
側
に
あ
る
ア
パ
ラ
チ
ア
山
系
は
、
大
気
の
移
動
を
妨
げ
る

ほ
ど
の
影
響
力
は
も
た
な
い
が
、
独
特
の
地
形
が
局
地
風
の
原
因
と
な
り
、
雨
や
雪
を
降
ら
せ
る
。

　

三
方
を
海
洋
に
面
し
て
い
る
条
件
の
う
ち
、
ま
ず
西
側
の
太
平
洋
は
湿
潤
な
大
気
の
供
給
源
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
こ
の
大
気
は
地
形
条
件
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
し
な
が
ら
内
陸
部
に
入
っ
て
い
く
。
一
方
、
カ
ナ
ダ
東
部
で
は
、

ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル
の
南
を
流
れ
る
寒
流
と
、
ノ
ヴ
ァ
ス
コ
シ
ア
州
付
近
を
北
上
す
る
い
く
ぶ
ん
暖
か
い
海
流
が
グ
ラ
ン

ド
バ
ン
ク
で
ぶ
つ
か
り
合
い
、
上
空
の
大
気
に
影
響
を
与
え
る
。
大
西
洋
地
域
で
は
、
恵
ま
れ
た
海
流
条
件
の
も
と
で

漁
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
初
期
の
経
済
発
展
の
基
礎
と
な
っ
た
。
北
極
海
に
面
す
る
海
岸
線
は
、
多
数
の
島
の
存
在
も

考
慮
に
入
れ
る
と
、
そ
の
距
離
は
西
部
や
東
部
よ
り
も
長
い
。
ハ
ド
ソ
ン
湾
は
７
カ
月
も
氷
に
お
お
わ
れ
て
い
る
た
め
、

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
収
支
の
点
で
は
地
表
と
同
じ
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
。
冬
は
大
陸
性
の
気
候
が
広
が
り
、
夏
に
氷

が
融
け
だ
す
と
、
そ
の
先
端
で
は
大
気
が
冷
や
さ
れ
て
冷
涼
な
気
候
と
な
る
。

　

植
物
の
生
育
は
ま
ず
気
候
に
よ
っ
て
制
約
を
受
け
、
土
壌
条
件
が
こ
れ
に
加
わ
る
。
さ
ら
に
地
形
条
件
が
こ
れ
ら
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
影
響
を
与
え
、
そ
の
結
果
、
そ
の
場
所
に
固
有
な
植
生
が
生
み
出
さ
れ
る
。
カ
ナ
ダ
の
場
合
、
植
生

を
細
分
す
る
と
九
つ
に
分
か
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
主
な
も
の
は
大
陸
の
北
部
に
広
が
る
ツ
ン
ド
ラ
、
そ
の
南
側
の
北
方

樹
林
、
西
部
海
岸
か
ら
内
陸
部
か
け
て
広
が
る
森
林
、
そ
の
東
側
に
あ
る
草
原
、
そ
れ
に
南
東
部
の
混
合
林
の
、
以
上

五
つ
で
あ
る
（
図
３
）。
こ
の
う
ち
ツ
ン
ド
ラ
は
、
カ
ナ
ダ
北
部
の
４
分
の
１
の
地
域
を
お
お
う
樹
木
の
な
い
地
域
で

あ
る
。
大
陸
側
の
ツ
ン
ド
ラ
で
は
、
ス
ゲ
や
ヒ
ー
ス
が
地
表
を
お
お
っ
て
お
り
、
岩
が
露
出
し
た
部
分
を
除
い
て
緑
が

続
い
て
い
る
。
ク
イ
ー
ン
エ
リ
ザ
ベ
ス
島
と
そ
の
近
く
の
島
で
は
、
荒
れ
た
岩
状
の
地
面
が
多
く
、
植
物
は
河
川
付
近

に
限
ら
れ
る
。
ツ
ン
ド
ラ
は
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
の
よ
う
な
山
岳
地
域
に
も
あ
り
、
北
緯
49
度
付
近
に
お
け
る
森
林
限
界
は

２
０
０
０
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
で
あ
る
。

　

北
方
樹
林
は
、
カ
ナ
ダ
で
最
も
広
い
森
林
部
分
を
占
め
て
い
る
。
１
０
０
０
〜
１
２
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
幅
で

大
陸
を
帯
状
に
広
が
る
こ
の
森
林
は
、
地
域
に
よ
っ

て
そ
の
林
層
が
異
な
っ
て
い
る
。
針
葉
樹
林
が
大
半

を
占
め
、
ト
ウ
ヒ
が
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
分
布
し

て
い
る
。
西
部
で
は
主
に
ロ
ッ
ジ
ポ
ー
ル
パ
イ
ン
が
、

ま
た
中
央
か
ら
東
部
に
か
け
て
は
ジ
ャ
ッ
ク
パ
イ
ン

が
茂
っ
て
い
る
。
北
方
樹
林
地
帯
で
は
林
業
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
お
り
、
商
業
的
利
用
が
50
％
を
超
え
る

森
林
地
帯
が
全
体
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
る
。
北

方
樹
林
と
並
ん
で
カ
ナ
ダ
の
林
業
を
支
え
て
い
る
の

が
、
太
平
洋
側
の
海
岸
部
か
ら
そ
の
東
側
の
内
陸
部

に
か
け
て
広
が
る
森
林
で
あ
る
。
海
岸
部
の
北
側
は

カ
ナ
ダ
ツ
ガ
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ
に
お
お
わ
れ
て
お
り
、

海
岸
近
く
に
は
ハ
リ
モ
ミ
も
み
ら
れ
る
。
カ
ナ
ダ
の

な
か
で
は
比
較
的
気
温
が
高
く
降
水
量
も
多
い
海
岸

第１章

カナダの自然環境

岩石沙漠
ツンドラ
漸移林、荒地
北方樹林
混合林
広葉樹林
海岸・内陸林
漸移林、草原
草　原

図３　カナダの植生区分

出所：図1に同じ、p. 19より

0 500 km
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部
の
森
林
は
生
育
密
度
が
高
く
、
こ
れ
が
生
産
性
の
高
い
林
業
を
支
え
て
き
た
。

　

北
米
で
は
プ
レ
ー
リ
ー
と
呼
ば
れ
る
牧
草
性
の
地
域
が
、
ア
ル
バ
ー
タ
州
の
南
東
か
ら
サ
ス
カ
チ
ュ
ワ
ン
州
の
南
を

通
り
、
マ
ニ
ト
バ
州
の
南
西
に
か
け
て
広
が
っ
て
い
る
。
ウ
ィ
ニ
ペ
グ
の
南
の
レ
ッ
ド
川
付
近
で
は
背
丈
の
長
い
草
が

生
え
て
お
り
、
有
機
質
に
恵
ま
れ
た
土
壌
と
適
度
な
降
水
量
の
も
と
で
農
業
が
行
わ
れ
て
き
た
。
カ
ナ
ダ
南
東
部
の
混

合
林
で
は
、
広
葉
樹
林
と
針
葉
樹
林
が
共
存
し
て
い
る
。
そ
の
分
布
は
ス
ペ
リ
オ
ル
湖
か
ら
大
西
洋
に
面
し
た
地
域
に

ま
で
及
ん
で
お
り
、
内
部
の
林
層
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。
オ
ン
タ
リ
オ
州
と
ケ
ベ
ッ
ク
州
に
お
け
る
初
期

の
経
済
発
展
を
支
え
た
林
業
は
、
こ
の
混
合
林
を
舞
台
と
し
て
行
わ
れ
た
。
大
半
は
商
業
的
利
用
が
過
半
を
超
え
る
森

林
で
あ
り
、
林
業
に
依
存
す
る
集
落
も
多
い
。
カ
ナ
ダ
特
産
の
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
を
は
じ
め
と
す
る
砂
糖
関
連
の
商

品
生
産
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

（
林　

上
）

都
市
の
配
置
と
経
済
活
動
の
特
徴

　

カ
ナ
ダ
の
都
市
配
置
は
比
較
的
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
（
25
ペ
ー
ジ
図
１
）。

宇
宙
か
ら
み
た
ら
、
ア
メ
リ
カ
と
の
国
境
付
近
に
都
市
が
筋
状
に
並
ん
で

い
る
の
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。「
ま
る
で
ミ
ル
ク
を
飲
ん
だ
あ
と
に
ガ
ラ

ス
コ
ッ
プ
の
内
側
に
現
れ
る
縞
模
様
の
よ
う
だ
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
分
布
パ
タ
ー
ン
が
生
ま
れ
た
背
景
と
し
て
、
セ
ン
ト

ロ
ー
レ
ン
ス
川
と
オ
ン
タ
リ
オ
湖
を
結
ぶ
帯
状
の
水
運
ル
ー
ト
が
初
期
の

都
市
発
展
に
作
用
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。「
ウ
ィ
ン
ザ
ー
＝
ケ
ベ
ッ

ク
シ
テ
ィ
回
廊
」
と
称
さ
れ
る
東
西
１
０
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
３

０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
国
土
中
核
地
域
は
、
こ
の
細
長
い
低
地
の
上
に
形

成
さ
れ
た
。
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
川
河
口
の
ケ
ベ
ッ
ク
市
は
軍
事
拠
点
や

宗
教
の
中
心
地
と
し
て
、
ま
た
同
じ
く
中
流
の
中
洲
の
上
に
形
成
さ
れ
た

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
は
初
期
の
工
業
・
商
業
都
市
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
繁
栄

し
た
。
オ
ン
タ
リ
オ
湖
に
面
し
た
ト
ロ
ン
ト
は
、
経
済
中
心
地
と
し
て
の

機
能
を
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
か
ら
奪
う
よ
う
に
し
て
発
展
し
た
。
同
じ
く
か

つ
て
は
国
内
西
部
か
ら
運
ば
れ
て
く
る
小
麦
の
輸
出
港
で
あ
っ
た
ハ
ミ

ル
ト
ン
は
、
鉄
鋼
業
都
市
と
し
て
今
日
の
地
位
を
築
い
た
。
国
境
線
で
も

あ
る
デ
ト
ロ
イ
ト
川
を
挟
ん
で
デ
ト
ロ
イ
ト
と
相
対
す
る
ウ
ィ
ン
ザ
ー
は
、

自然に適応する都市
★都市の配置と産業の特徴★

2
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ラ
ド
ー
ル
州
に
あ
り
、
か
つ
て
は
漁
港
と
し
て

栄
え
た
。
カ
ナ
ダ
の
資
源
開
発
は
そ
の
後
、
農

業
、
林
業
、
鉱
業
の
分
野
へ
と
進
ん
で
い
き
、

小
麦
の
生
産
、
木
材
・
パ
ル
プ
の
利
用
、
鉄
鉱

石
・
ニ
ッ
ケ
ル
な
ど
の
採
掘
が
盛
ん
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
二
次
大
戦
以
後
は
ア
ル

バ
ー
タ
州
で
発
見
さ
れ
た
石
油
や
天
然
ガ
ス
が

新
た
な
資
源
開
発
の
対
象
に
加
わ
っ
た
。
さ
ら

に
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
東
ア
ジ
ア
の
経
済
発

展
に
と
も
な
い
、
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
な
ど
の
自
然

が
観
光
資
源
と
し
て
海
外
か
ら
も
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

資
源
型
産
業
の
ウ
ェ
イ
ト
は
現
在
で
も
大

き
い
が
、
そ
の
一
方
で
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
、
ケ

ベ
ッ
ク
州
を
中
心
に
現
代
的
な
工
業
生
産
も
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
オ
ン
タ
リ
オ
州
南
部
は

ア
メ
リ
カ
の
か
つ
て
の
製
造
業
地
帯
に
近
い
こ

と
も
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
資
本
の
影
響
下
で
工
業

第２章

自然に適応する都市

図1　主要都市の分布と人口規模（2009年） ア
メ
リ
カ
の
自
動
車
産
業
と
結
び
つ
い
て
発
展
し
て
き
た
。

　

カ
ナ
ダ
の
都
市
配
置
が
筋
状
に
な
っ
て
い
る
理
由
は
地
形
条
件
だ
け
で
は
な
い
。
い
ま
一
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
寒

冷
を
特
徴
と
す
る
カ
ナ
ダ
の
気
候
条
件
で
あ
る
。
暖
か
さ
を
求
め
る
人
々
の
気
持
ち
が
、
国
境
に
近
い
国
土
の
南
側
に

都
市
や
集
落
を
集
め
る
要
因
と
し
て
働
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
陸
の
中
央
付
近
に
あ
る
マ
ニ
ト
バ
州
の
州
都
ウ
ィ
ニ

ペ
グ
は
、
国
土
の
東
側
か
ら
運
ば
れ
て
く
る
工
業
製
品
を
荷
捌
き
し
て
西
側
に
送
り
込
む
関
門
都
市
（G

atew
ay C

ity

）

の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
開
拓
が
さ
ら
に
西
側
へ
進
む
と
、
ア
ル
バ
ー
タ
州
の
カ
ル
ガ
リ
ー
が
新
た
に
関
門
機
能
を

果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。
ア
ル
バ
ー
タ
州
の
州
都
は
エ
ド
モ
ン
ト
ン
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
か
つ
て
毛
皮
交
易
の
拠
点
が

あ
っ
た
。
石
油
・
天
然
ガ
ス
の
発
見
と
そ
の
後
の
産
業
多
角
化
で
都
市
機
能
を
集
め
た
カ
ル
ガ
リ
ー
は
、
人
口
規
模
で

エ
ド
モ
ン
ト
ン
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。
マ
ニ
ト
バ
州
と
ア
ル
バ
ー
タ
州
に
挟
ま
れ
た
サ
ス
カ
チ
ュ
ワ
ン
州
の
州
都

リ
ジ
ャ
イ
ナ
も
、
ア
メ
リ
カ
国
境
に
近
い
位
置
に
あ
る
。
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
を
越
え
て
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア

州
へ
入
る
と
、
港
湾
都
市
ヴ
ァ
ン
ク
ー
ヴ
ァ
ー
が
経
済
機
能
、
州
都
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
が
政
治
機
能
を
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
２
都
市
も
国
境
線
に
近
く
、
日
常
的
に
ア
メ
リ
カ
側
と
の
間
で
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

カ
ナ
ダ
は
先
進
国
の
一
員
で
は
あ
る
が
、
資
源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
農
林
水
産
物
な
ど
第
一
次
産
業
が
生
産
や
貿
易
に

占
め
る
割
合
が
大
き
い
と
い
う
、
他
の
先
進
国
と
は
や
や
異
な
る
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
歴
史
的
に
み
る
と
資
源
の
中

身
が
変
化
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
初
期
の
頃
は
タ
ラ
漁
を
始
め
と
す
る
漁
業
資
源
や
石
炭
、
木
材
が
利
用
さ
れ
た
。

こ
の
頃
、
経
済
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
の
は
大
西
洋
に
面
し
た
国
土
の
東
側
で
あ
っ
た
。
現
在
の
州
で
い
う
と

ノ
ヴ
ァ
ス
コ
シ
ア
州
、
ニ
ュ
ー
・
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
州
で
あ
り
、
中
心
都
市
は
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
セ
ン
ト
ジ
ョ
ン

で
あ
る
。
名
前
が
よ
く
似
た
セ
ン
ト
ジ
ョ
ン
ズ
は
、
こ
れ
ら
と
は
別
の
州
す
な
わ
ち
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
・
ラ
ブ

出所：筆者作成
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